


　今シーズン、明治安田生命保険相互会社様にタイトルパートナーとしてご支援いただき、「明治安田生命Ｊリーグ」としてリーグ戦を開催しました。Ｊ1はサンフレッチェ広島が2ndステージ優

勝、年間勝点トップでチャンピオンシップに出場し、素晴らしいチームワークで大会を制し、3度目の年間チャンピオンとなりました。また日本開催となったFIFAクラブワールドカップでは、連戦

の疲労や負傷を抱えながらもオセアニア代表のオークランド・シティFCやアフリカ代表のTPマゼンベを撃破し、南米王者のリバープレートとの準決勝まで駒を進めることになりました（2015年

12月14日現在）。J 2、Ｊ3も最終節まで混戦となり、Ｊ2は大宮アルディージャが1年でＪ1復帰を決め、Ｊ3は入会1年目でレノファ山口FCが優勝、Ｊ2昇格を果たしました。

　2015年は、より多くの方々にＪリーグに関心を寄せていただくため、Ｊ1を2ステージ制およびチャンピオンシップに大会方式を変更して開催するなど、変革にチャレンジしたシーズンでした。

そんな今シーズンを振り返って、オン・ザ・ピッチとオフ・ザ・ピッチの両面から総括いたします。

　魅力的なフットボールを提供することを約束した＋Qualityプロジェクトも4年目となり、今シーズンも選手・クラブ・リーグが

共同で「4つの約束」を打ち立て、実行しました。

　試合の魅力を削ぐ行為は減少傾向が見られ、特にＪ1の異議・遅延行為による警告回数は顕著に減少しました。一方でリス

タートは、コーナーキックがワールドカップブラジル大会の各試合平均から4秒の遅れがあるなど、まだまだ短縮できる余地が

あり、今後の課題と言えます。引き続き、魅力を削ぐ行為を徹底的になくし、よりエキサイティングで質の高いフットボールを提

供していきます。

　Ｊ1全会場でのトラッキングシステムの導入により、これまで可視化することのできなかったピッチ上のあらゆるデータを

取得し、分析・比較することができるようになりました。こうしたデータを駆使することで、チームは監督や選手間のコミュニ

ケーションの促進や、試合中に刻々と変わる戦況をデータを通じて分析し戦術に活かしたりするなど、競技力向上への活用が

見込まれます。デジタルテクノロジーの活用は今後さらに強化していきたいと考えております。

　全試合をデータで振り返ると、J1ではゴール数が前年比で5.9%増え、とりわけペナルティーエリアの外からのゴール数は

43％増と大幅に増えました。興味深いのは、逆転勝ちの試合が20％増、ラスト15分間で決まるゴール数も7％増えました。例年

にないスリリングな展開が多かったといえるのではないでしょうか。さらなる分析が必要ですが、新しい大会方式を通じてより

短期間で結果を出さなければならない緊張感が数字に表れたともいえます。

　今後も選手・クラブ・リーグが一体となって、ファン・サポーターをはじめすべての皆さまに魅力的なフットボールを提供してい

くことをお約束します。
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　入場者数はＪ1・Ｊ2・Ｊ3ともに昨年より増加し、全公式試合の入場者数が1,000万人を超えたことは大きな成果でした。明

治安田生命Ｊリーグチャンピオンシップでは、決勝第2戦の視聴率が関東で10.4％、広島エリアでは平均35.1％と高い数字を記

録しました。多くの方々にＪリーグに触れていただけたと思います。

　一方で、大会の魅力の伝え方や集客の面などまだまだ改善の余地があります。大きな変革に見合う成果を今後も継続して追求

していきます。

　年初に打ち出した5つの重要戦略においては、あらゆる側面で変化の兆しを感じることができました。

スタジアムでは、春にAC長野パルセイロのホームとなる南長野運動公園総合球技場が、秋にはガンバ大阪のホームとなる市立

吹田サッカースタジアムが竣工しました。市立吹田サッカースタジアムは日本初となる民間の寄付金とスポーツ振興くじ助成

による資金調達で建設されました。今後のスタジアム建設への大きな示唆となるでしょう。

　選手、監督に続き、経営者もプロ化すべきと、経営人材の育成にも着手しました。5月にＪリーグヒューマンキャピタル（以下Ｊ

ＨＣ）を開講し、志の高い43名が学んでいます。来年は選抜した数名がプロスポーツの現場に出てさらに学びを深めることに

なっています。

　さらに2015年は、観戦者の満足度向上、新たな層へのアプローチに向けて、クラブとリーグが一体となってITに投資すること

を決めたシーズンでもありました。今後はさらに動きを加速させ、スタジアムでの観戦体験の向上はもとより、試合のない日

でもＪリーグに触れていただけるコンテンツ開発などにも取り組んでいきます。

　サッカーは世界中で愛されるグローバルコンテンツであり、我々は常に国際競争にさらされています。アジアのリーダーを、

そして世界のリーダーを目指す必要性が高まっています。世界リーグフォーラムにおいて、アメリカ、ドイツ、メキシコ、フランス

とともに、日本（Ｊリーグ）もワーキンググループに参加します。今後はその役割を積極的に果たしながら国際市場での存在感

を高めていきます。

　私は今シーズンのスタートにあたり、Ｊリーグ全職員にビジネスの世界で謳われる成長サイクル「PDCAサイクル」にMを

加えた「PD（M）CAサイクル」を徹底的に回すよう呼びかけました。MはミスのMです。サッカーはミスがつきもののスポー

ツです。だからこそミスを恐れず様々なことにチャレンジする必要があります。選手やクラブがミスを恐れずにスタジア

ムで戦っているなか、我 リ々ーグもまた、同じ目線でチャレンジし続けることを目指しています。

　刻々と移り変わる世界のサッカー情勢や経済動向に対応するために、Ｊリーグにもスピーディーな対応が求められてい

ます。これまでは当該シーズンの総括は翌シーズンの春以降に施策ごとに振り返っていましたが、今年からはシーズン終

了後、速やかに総括することとしました。本レポートはその第1号となります。

　Ｊリーグは、すべての方に開かれた公共財です。皆さまのＪリーグだからこそ、皆さまの声に基づいて議論するべきだと

考えています。皆さまから見て今年のＪリーグは、ボールを後ろに下げず、前に向かって積極的にチャレンジできていたで

しょうか。それぞれの施策は皆さまにはどう映ったのでしょうか。

　賛否両論、様々な議論があることがＪリーグの財産です。ぜひ今年のＪリーグについて、そしてこれからのＪリーグにつ

いて大いに議論しましょう。我々は常にオープンであり、皆さまと議論しながら前に進んでいきたいと考えています。来

シーズンの開幕までこのレポートを片手にいろいろな所でＪリーグについて語り合っていただきたいと思います。そして

来シーズンも熱狂のスタジアムで皆さまにお会いできることを楽しみにしています。

　最後に、今シーズンＪリーグをご支援いただいたすべての皆さまに心より御礼申し上げます。
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